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富山村とは…
種井・延原・宇山・槁が合併してできた村。

富山村当時の役場。昭和地区で唯一現存

する庁舎である。

旧富山村役場⑤

延原御前神社

873年に勧請された吉備武彦命を祭神とし

て祀ってある神社。“御前”とは信仰の広がり

を表していると言われている。

神社の樹林は鳥居から参道、境内にかけて

大小約60本のアカガシが林立し、そのほか

タブノキなどの常緑樹が多く、昭和61年に

郷土記念物に指定された。

④

総社市指定文化財の仏像がある！東光寺

周辺に檀家がなかったために廃寺となり、

現在は薬師堂を建立しそこに伝来の仏像

三躰と仏具を保管している。

保存されている薬師如来像、木造毘沙門天

像、阿弥陀如来立像とそれを安置した厨子

は文化財的に非常に価値が高いもので、木

造の毘沙門天像に至っては、欠けている右

手があった場合、国宝に匹敵するものだと

言われている。

⑥

山
地
富
域
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魔法神社②
狸が疫病を払ったことから神格化され創建

されたのではないかと言われている神社。

書物によるとその狸は天竺から来たと言わ

れている。魔法という名前の由来は摩利支天

法といった武士の護身術から来ているとされ

ており、参拝する際に本気で拝むと願いを叶

えてもらえるという。

牛馬の守護神として
広く信仰されていた！
牛馬の守護神として
広く信仰されていた！
牛馬の守護神として
広く信仰されていた！

タブノキが珍しい！

① 昭和公民館
富山分館

GEOパワーシステム（ジオバイラルシステム）

地熱利用の換気システムを設置した公民館。

その恩恵として、真冬でも水道が凍らなく

なった。

中には24人が入る集会場、12畳の講座室、

料理講習室がある。

明治23年に宇山と延原小学校が合併した

ことにより、富山小学校となった。現在は

昭和小学校に合併した関係で廃校となり、

コミュニティ広場として活用されている。

周辺には集落の中心であった役場が当時の

姿のまま残ってる。

富山小学校跡③
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タブノキが珍しい！

春には桜の美しい

憩いの広場になる！

① 水内橋
昭和5年に最初の橋が建設され、昭和9年

の洪水により崩壊、昭和13年に新しい橋

ができた。当初の橋の写真は昭和公民館に

保管されている。現在の水内橋は築80年

経っており、すでに寿命の60年を超えて

いるが、最古参の橋であるため保存される

形となった。

③ 塩掛けの滝
総社市中尾の滝山川にあり、約20mの高さ

から緩やかに流れ落ちる綺麗な滝。滝の流

れる部分の地面が赤い理由は、赤迫、銅や鉄

が酸化してしまったためと言われている。

一説では、塩掛けの“塩”は“潮”であり、かつ

てはこの辺りまで海辺だったのではないか

とも言われている。

水内河原②
昔から集いの場として使用されてきた河原。

春の園芸祭、夏の納涼祭（盆踊り、花見）な

どさまざまな催しが開催されている。近年

ではグラウンドゴルフを始めとしたアウト

ドアなどレジャー目的でも利用されている。

内
地
水
域

猿尾⑥
河川の治水のために築かれた堤防を猿尾と

よび、この猿尾が高瀬舟の船着場になってい

ることも多かった。

猿尾は本来、災害時の川除として築かれた。

「出し堤」で、水勢を弱めるためのもので

あり、突先が川下に向いている構造が猿の

尻尾に似ていることがその由来である。

現在昭和地区には洪水防止と堤防の破壊

防止のために築かれた猿尾が2基残っている。

さろう

うしとらおんざき

岡山県下唯一の臨済宗、天龍寺派の末寺。

境内に高先和尚の墓石（無縫塔）があり、

墓石には通常戒名が刻まれるのだが、この

墓石は俗名で刻まれているため珍しいと

されている。無縫塔は昭和46年5月に指

定文化財になった。また、至宝である九条

の袈裟が所蔵されている。

④ 華蔵院

近くの道脇に下馬石がある！

下馬とは…城や寺社の

門前で敬意を表すため、

乗っている馬を降りな

ければならないこと。

本社の創立年代は不詳、境内には立石灰俵、

つるぎ岬霊神、村岬霊神と刻まれている石碑

がある。この集落には立石灰俵の伝説があ

ったとされる。本堂の下には消防目的で作

られた手押しポンプが残っている。

たちわはいどうら

艮御崎神社⑤
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タブノキが珍しい！

倉
地
下
域

天地神社③
無水手水鉢がある神社。昔の人の言い伝え

によると天地の神が祀ってある、日本国内

に3つしかない神社の一つとされており、

眼病に効果があるとされている。

ある日境内の神木を切ったところ、水鉢に

ヒビが入っていないにも関わらず、水がなく

なってしまった。このことは神木を切った

ことのバチではないかと言われている。

下倉橋①
最初の下倉橋は昭和20年5月に架けられ、

橋脚はコンクリート、橋は木造で造られて

いた。しかし昭和20年9月の大水でこの橋

は流失。大水で橋が流失する間に、海軍が

この橋を使い下倉に地下工場の構築に係っ

ていた。以降下倉橋は昭和28年の架橋を

経て、平成 4年に現在の下倉橋の場所に架

けられた。

草田八幡神社
草田の大火が起こった際、神職の家も類焼

し、保管中の縁起書など古文書が焼失して

まい、その後元禄7年に現在の地に移転した。

境内にはスギ、マツ、カカシ、モミ、カエデ、

クロキなど周囲2～4mの巨木が樹立して

おり、周囲5m、高さ33m、推定樹齢350年

ほどのモミの巨木があったが、現在は切り株

が残っている。

②草田八幡神社の社叢は
総社市指定天然記念物！

林松寺⑤
真言宗、京都仁和寺の末寺。明治新四国八十八ケ所
の霊場一番札所。周辺の桜が見事。下倉の小学校の
前身となった。
宮殿・庫裏は1855年に竣工したとされており、こ
れらの建築物は昭和町内の寺院中第一等の壮大さ
を誇り、本堂外面欄間の松竹梅や十二支、邪鬼など
の彫刻は見事である。

戦争の爪痕が残る工場跡。塩田近辺には10～14ヶ所
あったとされるが、現存しているのは一ヶ所しかない。
地域住民や学童が総動員され多い時で250人もの人
が参加したという。

海軍の秘密地下工場跡⑥
つきおおはしの“はし”が“ばし”ではないのは、濁点を
つけることによって大雨や濁るという意味合いでつけ
られなかったのではないかと言われている。

つきおおはし⑦

橋が架けられる以前は
渡し船があった！

南北朝時代の末ごろ、軍資金を埋蔵し、その発覚を恐
れて山中にお経を埋めた。もし掘り出しに行こうとす
ると大変なことが起こるとされている。
その大変なこととは事故があるときに、ゴロゴロと山が
鳴るという伝説によるものではないかと言われている。
現在では総社市指定史跡文化財になっており、石囲い
の輪郭が残っている。

下村経塚④

ゴロゴロ…

ゴロゴロ…






	○guide book_1,28
	○guide book_26-27



